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《Introduction》
近年、 様々な取り組みやメディアにおいて「SDGs」という言葉をよく耳にする。 研究を始めた当初、 私

たちがこのSDGsに抱く主なイメージは、 環境問題に対する施策であると思っていた。 詳しく調べていく

と、 それ以外にも多くの目標があり、 私たちが学ぶ建築に深く関係しているものであることが分かった。 建築

は「ものづくり産業」の他、 人々の暮らしを支え、 身体・精神的にも幸せを感じ得る空間をつくり出す「総合

的な生活産業」としても位置づけられる。 SDGsが目指す持続可能な社会を構築していくためには「豊かな

まちづくり」が必要不可欠であり、 そのゴ ールや、 さらにその先の未来を想い描いていくことは、 建築を学ぶ

私たちにとっての責務であると言えるだろう。

昨年の新語・流行語大質に「ジェンダー 平等」がノミネ ー トされたことは記憶に新しい。 女性蔑視発言や

LGBT法案の見送りが影響してか「ジェンダー 」という言葉が多くのメディアに取り上げられたことによるた

めであろう。 女性が社会進出しにくい環境であるということに不満を持っている人も少なくないと思う。 それ

以外にも性的マイノリティに悩みを抱いている人もいるはずだ。 そこで、 私たちはSDGs第5のゴ ー ルであ

るジェンダー 平等についての研究をすることにした。

昨今、 世界に目を向けると様々な性的差別が問題視されている。 これからの未来を生きていく私たちにとっ

て、 深く関わりを持つ問題のため、 早急に解決に専かなければならない課題である。 表 1 から読み取れるよう

に、 2022年現在、 日本は他の先進国に比べてジェンダーギャップ指数※ 1 に遅れをとっていることが分かる。 日

本のジェンダー ギャップ指数が低い大きな要因である、 女性が「ライフワ ー クバランス」を実現できていない

ということは、 以前から問題視されていることだ。 ジェンダー ギャップ指数を上げるには、 女性の社会活動を

活発化させ、 企業や地域・国内での協力体制や共通認識が必要不可欠である。 男性・女性、 性的マイノリティ

の方々に対しての差別を無くしていくことで、 私たちが理想とする社会になっていくのではないだろうか。 そ

こで、 私たちはあらゆるジ．ェンダーの心情をより深く理解するために、 次のような活動を通して研究を進めて

いくことにした。

《Methods》

0街頭アンケ ー ト調査

0ジェンダー による思考とLGBTQ+

0理ある社妾へ洵けての取ク組み

0ジェンダ一差別に闊するインクビュ ー

※ 1 ジェンダーギャップ指数

国ごとの男女格差の度合いを示す指標。
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順位 国 指数

1 アイスランド 0.908 

2 フィンランド 0.860 

3 ノルウェ ー 0.845 

4 ニュ ー ジ ーランド 0.841 

5 スウェ ー デン 0.822 

19 フィリピン 0.783 

27 アメリカ 0.769 

49 シンガポ ール 0.734 

79 タイ 0.709 

116 日本 0.650 

表1 （ジェンダーギャップ指数2022国別順位）




















